
　　　　

訪問看護における新型コロナウィルス感染症についての対応ポイント②

1. 風邪症状や37.5℃以上の発熱がある場合、又、続いている場合

2. 倦怠感や呼吸器症状がある（高齢者や基礎疾患等のある方は、上記症状が

2日程度続く場合）

3. 新型コロナウィルスに感染した方との＊濃厚接触歴がある

4. １４日以内の海外渡航歴、又は、コロナウィルス感染者発生地域に滞在していた

利用者の感染が疑われる症状等がある場合
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「＊濃厚接触」とは、下記の1～3いずれかにあてはまる行為のこと

１） 疑い患者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内など）があった

2) 適切な感染防護無しに、疑い患者を診察・介護した

3） 疑い患者の痰やツバなどに直接触れた可能性が高い
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